
心の傷からの回復

　～モラルハラスメントを考える～

NPO法人 レジリエンス代表 中島幸子氏

内閣府調査 身体的暴力を受けたことがある

　平成27年度　4人に1人

　平成30年度　3人に1人

被害は女性だけではなく男性も。

モラルハラスメントとは直接的暴力が中心ではなく、

精神的な暴力でDV・いじめ・虐待・性暴力など誰か

を支配すること。被害者は常に緊張し、気が休まる

ことがなく疲弊していく。自信がなくなり、心にも

身体にも影響が出る。本来なら自分が取らない行動

を取るようになり、自分の意見が分からなくなる。

モラルハラスメントは目に見えない暴力、報道され

ない暴力だが起きていないのではない。

性暴力被害は女性4人に1人が、男性6人に1人が受け

ているとも言われる。適切な情報発信が求められる。

少年院で講演すると「安全な大人はどこにいるの？」

と質問される。ほとんどの非行少年と言われる子は

ひどい虐待にあっている。しかし加害者は平然と何

もなかったかのように生活している。

少年たちに希望を失ったまま世の中に出ていってほ

しくない。少年たちと向き合うこと、話を聴くこと

だけだと、心の傷は時間が経っても治るのは難しい。

時間とは無関係、希望0％は絶望。しかし1％の希望

が感じられれば一歩進める。

そのヒントは人とのつながりの中にある。安全と感

じられる人と居場所だ。

山田みやこの活動報告

女性への暴力を考える講演会に参加

平成30年11月10日(土)


